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研究成果概要 
Einsteinの一般相対性理論で予測される重力波は、Taylorと Hulse のパルサー精密観

測によりその実在が確認されたが、まだ直接検出はされておらず、世界的に大規模の実

験・観測計画が進行中である。本研究では、宇宙線研究所を始めとし、国立天文台、Ｋ

ＥＫ、東大理学系研究科、東大新領域創成科学研究科、東大地震研究所、電通大次世代

レーザー研究センター、大阪市立大理学研究科、阪大理学部、京大理学研究科、京大基

研などの研究者が連合して、本格的な重力波検出のために、km スケールの低温重力波望

遠鏡（LCGT）計画を実現し、重力波の観測を行う。これまで、LCGT 予算化に向けて計画

推進体制を強化し、真空系や光学系等の主要部分系毎に設置した作業班単位で、各分担

の技術、マンパワー、予算、スケジュールを再検討し、LCGT の概念設計の実現に向けた

統合を行ってきた。本年度は、その結果として、更なる R&D による補強が必要と考えら

れる部分について、重点的に検討作業を進めた。特に、懸架点干渉計の代替案で R&D 期

間を短縮できる計画を確立する特別作業班、並びに物理対象との関係で決まる観測帯域

と感度設計を行う観測帯域特別作業班を設置して、結論を出し、従来の設計感度を向上

させることが可能となった。また、海外のプロジェクトとの初検出競争を勝ち抜くため

に、観測スケジュールと建設工程を整合的に検討するための特別作業班を設置して、従

来の建設期間５年、コミッショニング２年というスケジュールの中に５年目に観測を導

入するという方針を定めた。 

 具体的なR&Dとしては、従来TAMAに張り付いていた人材をCLIOにあてることにより、低

温関係のR&Dを飛躍的に進めることができた。これは、LCGT Collaborationの強化策のた

まものでもあり、評価できる。 
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